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研究の概要（200～300字で記入、図・グラフは使用しないこと。） 

本研究は、日本の都市的な生活空間を象徴する場としての「コンビニ」を考察するため

に、都市の比較研究を行うものである。政治思想史研究者の神島二郎は日本「近代」の精

神的なあり方を「個人主義」とは異なった「単身者主義」として見る視点を提起し、日本

的な都市風土の分析を行っていた。これまで、この神島の視点を参考にしながら、日本に

おける消費社会を「単身者性」について理論的、文化史的に分析する研究を行ってきたが、

本研究はその視座を拡張するために、調査地に赴いたかたちで、都市における「コンビニ」

的な消費空間の比較研究を行うものである。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

①日本のコンビニ史の確認作業 

本研究は当初、海外におけるいくつかの地域をめぐりそれぞれの国における「コンビニエンスストア」的な消費空

間の比較分析を行うことを想定していたが、新型感染症の当初の想定以上の拡大・長期化を受け、８月頃に基本方針

を日本国内の各地域における「ローカルコンビニ」の比較調査へと方針を切り替えた。その方針変更によって、「国際

比較」を行う前に一度、暗黙の内に「日本の都市文化」を「東京の文化」と等閑視してしまいやすい文化研究の方向

性を相対化する視点を得ることが可能になった部分もある。「日本」国内の「生活空間」の多様性を踏まえる作業の中

で、同時に日本での「コンビニ」普及とのその後の展開に関する「歴史」的視座を踏まえることの重要性も再度、確

認された。 

日本における「チェーンストア」方式の実装の１つのあり方として、1970年代以降に日本各地に中小さまざまな「コ

ンビニエンスストア」が発展していくこととなる。そこで展開された店舗の多くは、現在のいわゆる「コンビニ」と

略されるような形態と異なり、「ミニ・スーパー」と呼ばれることもあるようなものでもあった。地域商店街の酒屋や

肉屋などの個人的の経営上の問題や跡継ぎ問題を解決するための方策として「コンビニエンスストア化」が推し進め

られたこともあった。このような「コンビニエンスストア史」を、食品業界紙や店舗運営マニュアル書籍、もしくは

映像資料などを分析しながら、その具体的内実について検証を行った。「コンビニエンスストア」の歴史については、

その初期から「国内第一号店」についてすら諸説が存在するような状態であり、“身近である”ものであるだけにその

歴史的確認作業は後回しにされてきた印象もある。より詳細な資料集を行い、「コンビ二」の普及史を考えたい。 

 

②「ローカルコンビニ」調査 

 日本各地域にある大型チェーン店に属していない「ローカルコンビニ」に関する調査を行った。「コンビニエンスス

トア」拡大期に誕生した多くの個人店やローカル・チェーン店はすでに大きな減少傾向にある。特に 2010年代におい

て、セブンイレブン、ローソン、ファミリーマートの「３大チェーン」の存在感の大きさの中で、それ以外の店舗は

閉店や合併の速度を増している。こうした状況の中で、いまだ現存している「ローカルコンビニ」に関する調査が必

要であると考え、それらの店舗の位置関係や運営状況についての観察をした。その際に、現在、世間で流通してる「コ

ンビニ」イメージとはずれるような店舗であったとしても、「コンビニ」を名乗っていたり、もしくはインターネット

上などで「コンビニ」として語られていたりした場合、調査対象地として選択を行った。 

新型感染症が拡大する状況の中でインタビュー調査などの滞在型調査が行いづらい状況であるために、今期におい

ては、まず調査地域を設定し、各地域において存在が確認された「ローカルコンビニ」を可能な限り、巡り、大まか

な現状や地理関係を確認することを意識した。また、近年閉店した店舗の跡地も可能な限り、巡ることによって、閉

店後にその場所にどのような種類の商売がおこなわれているかなどの確認も行った。調査地は主に以下の場所である。 

北 関 東 地 域 調 査 （ ロ ー カ ル ・ チ ェ ー ン 店 の 後 継 店 や 跡 地 を 中 心 と し た 地 理 的 把 握 な ど ）  

群 馬 県  「 ロ ー ソ ン p r e s e n t  S AV E  O N」、「 S AV E  O N」後 継 店 、「 ス ー パ ー 伊 勢 屋 創 業 地 」、栃 木 県「 タ

イ ム リ ー ワ ン 跡 地 」、「 キ ャ プ テ ン ハ ウ ス 」、茨 城 県「 コ ン ビ ニ エ ン ス ナ カ ム ラ 」、「 C V S じ ょ う の う

ち 」 、 「 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア  Ｏ Ｈ Ｓ Ａ Ｋ Ａ Ｙ Ａ 」  

東 海 地 方 調 査 （ 「 コ ン ビ ニ 発 祥 地 」 と さ れ る 場 所 の 調 査 、 ロ ー カ ル 店 の 地 理 的 把 握 ）  

岐 阜 県「 ひ ま わ り 六 条 店 」、「  ひ ま わ り 茜 部 店 」、「 多 治 見 駅（ 国 内 初 の コ ン ビ ニ 出 店 地 と 語 ら れ る

場 の 1 つ ）。  愛 知 県「 コ コ ス ト ア の 1 号 店 跡 地（「 日 本 の コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 発 祥 の 地 」の 碑 ）」、

「 ニ ュ ー ジ ョ イ ス ゆ う び ん や 」、「 フ ジ フ ァ ミ リ ー シ ョ ッ プ 前 山 店 」、「 タ ッ ク メ イ ト 」、「 ヤ マ ダ イ

セ ン ガ 」 、 静 岡 県 「 マ ル コ シ 」 、 「 コ ン ビ ニ エ ン ス ク ボ タ 跡 地 」  

函 館 お よ び 東 北 調 査 （ ロ ー カ ル 店 の 地 理 的 把 握 、 セ イ コ ー マ ー ト や ハ セ ガ ワ の 調 査 ）  

函 館 、 「 タ ウ ン マ ー ト Y AM A M O TO」 、 「 ハ セ ガ ワ ス ト ア ベ イ マ ー ト 店 」 、 「 セ イ コ ー マ ー ト  函 館 五

稜 郭 店 」、「 ハ セ ガ ワ ス ト ア 五 稜 郭 店 」、「 今 野 商 店 跡 地 」、「 ハ セ ガ ワ ス ト ア 七 重 浜 店 」、「 ハ セ ガ

ワ ス ト ア 函 館 駅 前 店 」、青 森 県「 ホ ー ム コ ン ビ ニ・ニ コ ッ ト 」、「 な な い ち ま る 」、「 モ ン マ ー ト マ ル

ゼ ン さ と う 」、「 コ ン ビ ニ ＆ リ カ ー・タ カ ハ シ 」、「 オ レ ン ジ ハ ー ト 平 内 中 野 店 」、「 エ ル マ ー ト ク マ

サ ワ 」、「 オ レ ン ジ ハ ー ト 十 和 田 東 店 跡 地 」、「 オ レ ン ジ ハ ー ト 六 戸 バ イ パ ス 店 」、「 ポ ッ プ コ ー ン  」、

岩 手 県 「 コ ン ビ ニ エ ン ス い の う え 」 、 「 ホ ッ ト ス タ ー た む ら 跡 地 」 、 「 ワ イ シ ョ ッ プ 松 園 店 跡 地 」 。  

中 国 地 方 お よ び 近 畿 地 方 調 査  

広 島 県「 チ ュ ー リ ッ プ 高 屋 店 」、岡 山 県「 オ ア シ ス（ 跡 地 ）」、「 コ ン ビ ニ エ ン ス ク  ボ 」、兵 庫 県「 ナ

イ ト シ ョ ッ プ い し づ ち 」、「 コ ン ビ ニ エ ン ス ワ タ ナ ベ（ 跡 地 ）」「 ミ ニ ン コ ビ ニ・セ ン タ ー シ ョ ッ プ 」、

大 阪 府 「 千 里 園 三 丁 目  コ ン ビ ニ 一 号 店 「 マ イ シ ョ ッ プ 」 出 店 地 」  
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研究成果の概要（つづき） 

それぞれの「コンビニ」を確認する中で、各地域における住民の「生活」との関係や経営の維持の戦略などにおい

て、当初の予想よりもはるかに大きな違いを確認することができた。しばしば「均質化」の社会的装置として解釈さ

れる「コンビニ」文化が内包する多様性は改めて確認すべきものであるだろう。 

新型感染症の流行状況などを鑑みつつ、今後はさらに調査地を広げていくとともに、本研究の観点から見て重要で

あろう個別店舗を選別し、インタビュー調査などの作業を行っていくことを考えている。 

 

③「コンビニ」の表象分析 

 社会的に強い存在感を持つ「コンビニエンスストア」ではあるが、小説や映画などにおける扱われ方を見ると、そ

の存在感に比して、その扱いは大きなものであるとは言いがたい。例えば、小説中に「コンビニ」の文字があった場

合も、小説内の事件は「店内」で起きることよりも、しばしば「店の前」で起きることが多い。「コンビニ」に対し

て巷間でもたれているイメージは、「文学」と“相性が悪い”ものと言えるかもしれない。そのような状況の中で、

村田沙耶香の小説『コンビニ人間』や劇団チェルフィッチュの演劇『スーパープレミアムソフトＷバニラリッチ』な

ど、批評性を持ったかたちで「コンビニ」を描き、国際的にも評価されている表現作品がいくつか存在している。そ

の内容分析を行うとともに、これらの作品の国内と国外の感想や評判の違いを見ることによって、「日本」の都市に

おける「コンビニエンスストア」の位置付けの分析を行った。 

 また、現在「ライト文芸」と呼ばれるヤングアダルト向けの小説ジャンルが人気を誇っているが、その中にもいく

つか、「コンビニ」をタイトルに入れた作品が存在している。それらの作品に登場する「コンビニ」は、しばしば

「地方」において、人の心的交流が親密なかたちで行われる「食堂」や「雑貨店」のようなイメージで描かれてい

る。そこに登場する「コンビニ」の姿は、「東京」などの「都市部」の感覚からすると違和感を覚えるものであるか

もしれないが、今回の調査において把握した各地の「ローカルコンビニ」の現在の在り様（もしくは少し前の在りえ

た姿）を重ねて見ると、作中の位置付けが理解できる部分もある。ある作品が誰によって書かれ、また誰によって読

まれるのかという問題を意識しながら、「ライト文芸」内に登場する「コンビニ」の表象を分析する作業も意味を持

つものであるだろう。 

 

④現代社会の理論的分析 

 広義の「コンビニエンス」文化は、その背景に「消費社会化」とともに「時間的効率性」の観点が存在している。

ドイツの社会理論家ハルトムート・ローザは、幾多の生活時間調査の結果を踏まえながら、独自の「加速社会論」に

よって現代社会の変容についての理論的枠組みを生み出そうとしている。まだ邦訳が存在してないローザの理論の日

本に紹介するための翻訳作業を行うと同時に、この「加速社会化」という大きな枠組を日本の「単身者文化性」と結

びつけながら、再解釈していきたいと考えている。「加速社会論」の中では、家族と雇用の２つの領域を社会的変化

が大きなかたちで現れ出る場所として扱っているが、日本的文脈の中で、単身生活化（そこでの食事を代表するもの

としての「コンビニ弁当」）や非正社員化（その中での「フリーター」イメージを代表するものとしての「コンビニ

店員」）などを、日本における「生活時間調査」のデータなどと絡めながら分析する作業に現在、着手している。 

 その他、イタリアの哲学者ジョルジョ・アガンベンの「生の形式」に関する議論の中の「生」という語の意味を

「生活」にまで拡張することで、「生活の形式」という概念に関する理論的な考察を展開していくための準備を行っ

てもいる。 

 また、日本で消費社会化・大衆社会化が目に見え始め、展開していく時期である 1950年代半ばから 1960年代にか

けての「社会意識論」や「生活構造論」がどのようなものであったのかについて、現代視点から再解釈していく作業

を行っている。今年度は特に、日高六郎についての分析を行い、彼の「青年性」へのこだわりを分析した。日高の

「青年」へのこだわりは、本研究でいうところの「単身者性」と交差する側面を持つものであると考えている。過去

の社会学の理論的背景を抽出する中で、日本社会における独自の理論的考察がどのように生み出されてきたのかを確

認していきたい。 

※この（様式２）に記入の、成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差 控え期間等  

を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い 

場合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

①雑誌論文 

「小さなメディアとフェミニズム」（第 85回ジェンダーセッション 開催レポート）  

（「立教大学ジェンダーフォーラム年報」, 23, (2022年 3月)）  

その他、「ローカルコンビニ調査」から得られた知見、そして、現代文芸・映像作品などにおける「コンビニ」の表象

分析については、2022年度中に論文化して、学会誌に投稿予定である。 

 また、「日高六郎：「やさしさ」と「ただしさ」の社会学 －ある戦後民主主義者の相貌―」という論考が 22年 10月

頃に刊行される書籍に掲載予定である。 

②図書 

〔翻訳（部分参加）〕 

ハルトムート・ローザ『加速する社会』（出口剛史監訳、福村出版、2022年 5-6月刊行予定、５部８部担当） 

（また、年度内に刊行される予定になっている同著者の『共鳴（仮）』の翻訳にも参加している） 

 

本研究の内容を踏まえた『単身者のモダニティ（仮）』という新書を 2022年度内に刊行する予定である。（ただし、新

型感染症の流行状況の中で、調査がどこまで可能になるかによって、状況が変動する可能性も考えている）。 

 

③シンポジウム、公開講演会など 

 

④その他 

ローカルコンビニ分析や、現代社会に関する理論的考察については、日本社会学会や日本社会学理論学会での発表を

考えている。 

 


